
Marie Antoinette 

ー伝記小説の考察一

藤井啓行

Stefan Zweigの<MarieAntoinette> (1932)を一読して，この世

に知られたヒロインの，後年における意外なまで毅然たる態度に感銘をう

けた者，決して私一人ではあるまい。これがこの小論執筆の直接の動機で

あるが，巻中の年譜から，まず初めに彼女の生涯の大要を眺めておきたい

と思う。
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Marie Antoinette誕生

Versaillesにおける，フランス王太子（のちのJレ

イ16世）との結婚式

ルイ15世死す

スエーデンの青年貴族 Fersen,はじめて Ver-

sailles宮に伺候

Jレイ16世夫妻はじめて親しく同会

第一王女誕生

Marie Antoinette攻撃の最初のパンフレット

第一王子誕生

テアトル・フランセで<Figaro>の初演

ヴィナスの森にて， Rohan偽の王妃と会見

第二王子誕生

頸飾事件の判決言い渡し

第二王女誕生

Fersenとの親交始まる

第一王子の死

Bastille襲撃
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10月5日 パリ市民Versaillesを襲う

10月6日 国王一家パリに移る

91年6月20～25BVarennesへの逃亡

92年2月13～14日 Fersen,チュイルリー宮に最後の訪問

8月10日 暴民チュイルリー宮に乱入

8月13日 王権の停止。王室一家Templeに移さる

9月21日 王制廃止，共和制宣言

93年1月21日 ルイ16世処刑

7月3日 王太子をMarieAntoinetteから隔離

8月1B Conciergerieに移さる

10月14日 MarieAntoinetteの裁判開始

10月16日 革命広場において処刑

こうして今のPlacedelaConcordeでギロチンに蕊れだとき，かつ

てのブルボン王朝の花，ついにはくふしだらなオーストリア女>(Iouve

autrichienne)と世人に罵られたく寡婦カペー＞は, 38才であった……

昼前Conciergerieの扉という扉がすべて開かれる。外には，刑場へ彼

女のからだを運ぶ皮剥人の車がとまっている。両手を背中に縛り上げられ

ながら,MarieAntoinetteは落ち着きはらって足取りも確かにあらわれ

る。その瞬間を描いたCainの画に見る彼女の姿には，昂然として，物見

高い群衆などまるで目に入れないその面目，躍如たるものがある。最後ま

で精神の強さを失わぬその姿には，圧倒的な力がある。

だが20数年前の春，彼女がウィーンからはるばる旅路を辿ってパリに乗

りこんできたときの，人々の歓呼に包まれた煙ぴやかな歯簿にくらべて，

これはまた何と傷ましい行列であろうか。Davidがその道中の彼女を街角

ですばやくスケッチした有名な絵は，すばらしい出来である。このスケッ

チの彼女は，牢獄内の辛苦で，在りし日のあでやかな色香は失せ既に老境

にはいった婦人に見えるが， そこには目前に迫る死を超越した悟りの心境
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もうかがえるし，残忍な凶器を物の数ともせぬその最後の決意のほどがよ

く認められる。

やがて広場に着き，最期の祈りがすむと，ギロチンの上に導かれた。そ

の足運びはまことに確かで，従容自若としていたといわれる。

12時15分，斬首台の大きな斧刀は彼女の上に鋭く落ちた。はかない終焉

である。

DieHenkerfassensierticklingsan, einrascherWurfaufdas

Brett,denKopfunterdieSchneide,einRiBamStrang, einBlitz

desniedersausendenMessers,eindumpferSchlagundschonpackt

Samsonl)andenHaareneinentblutetesHauptundhebtessicht-

baremportiberdenPlatz. MiteinemStoBrettetsichjetztdas

atemstockendeGrauenderZehntausende ineinenwildenSchrei.

<EslebedieRepublik!>donnerteswieauseinervonrasendem

WiirgenbefreitenKehle.Dannzerstreut sichbeinahehastigdie

Menge…EsistMittag・ DieMengehatsichzerstreut・ Ineinem

kleinenSchubkarrenfahrtderNachrichterdieLeicheweg, den

blutigenKopfzwischendenBeinen． EinpaarGendarmenbewab

chennochdasSchafott.Aberniemandktimmertsichumdaslang-

samindieErdesickerndeBlut,derPlatzwirdwiederleer.(S.550)

きわめて簡勁な描写のうちに，恐怖政治下の断頭台の無慾な響きと真昼

の広場の息苦しいどよめきとが，身にしみて感じられる。

だがフランス大革命の中にあって， このような最期を遂げた者実に数千

名。MarieAntoinetteもその内の一人にすぎない。美しかったフランス

王妃の死刑は特に後世多くの紅涙をしぼり，革命否定思想の情緒的基盤に

なったというが， しかしながら， それらは概して単なる感傷の域を出ない

であろう。

それでは， この最後の簡潔な死の表現が， このように胸をゆすぶる事由

は何であろうか。Zweigによれば，歴史上の大きな行為や事件には， また
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偉大な語り手や空想ゆたかな創造的な演出家がともなわねばならぬ。ある

出来事をたしかに保ってゆくのにはただ一つの方法があるのみ，すなわち

それを詩的な歴史に高めるという一事である2)bZweigにより再現され

たMarieAntoinetteの生涯は， まさにこの観点において詩的に高められ

た歴史というべく， その故にこそ上の描写も見事に生きているのだ。この

作品のうちにMarieAntoinetteの姿を追わんとする所以である。

Zweigによれば， その評論集<ZeitundWelt>の中の<DieGeschich-

tealsDichterin>という講演において述べられているように，世界史

なるものは， 10枚中9枚の割で朽ちはてている手稿で， その幾百頁かは判

読できるが幾千頁かは浬滅しており，つなぎ合わせ空想で補うことによっ

てのみ， まともな姿にまとめることができるものである。詩人はその個所

に食いこんでゆき， 自分がこうと思う歴史の意味から，欠けているところ

をファンタジーによってうまく結びつけようとする。無論彼がそれを試み

る場所は,Dichterinとしての歴史が完全には詩作しなかった暖昧な個所

でなければならず，たとえば，オルレアンの乙女を火刑台で死なせる代り

に戦場で命を落とさせた, Schillerの思い切ったやりかたなどは, Zweig

にとっては最早考えられないところである。＜伝記小説>(biographie

romanc6e)-<MarieAntoinette>もこのジャンルに属する一において

も，実は本当の意味で歴史に忠実な記述が求められるが， それはどんなつ

くりごとをも決して取り上げようとはしない記述であり，確かにあるもの

だけを解明するものでなければならない。その際歴史を深く理解したいと

思う者は，広い意味でのすぐれた心理学者でなければならず，特別な耳の

傾けかた，秘密の中に聞き入る力をもつこと，歴史の真実を見分ける活眼

をそなえることが必要である。歴史的なものの中には，一回的で唯一つの

明白な真理など殆んどないのであって，数多くの，相異なる報告， とらえ

かた， また伝説が， それぞれの重要な出来事のまわりに群がっているの

だ。真実というものは，大抵幾重にも層をなしている。歴史の真実を伝え

る公正証書というようなものは存在せず，歴史はある程度までは常にどこ

かしら創作されたものと言わざるをえない。単に素材を集めるだけでは矛

盾が生まれるばかりで，詩人としての素質を僅かばかりももっていないよ
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うな人間は．到底歴史の心髄には触れることができない。世界史の中でも

しも面白くない個所があるとすれば．その原因は歴史自体にはなく，記述

する人間の側にこそある，と言えよう。真実めざめている目で歴史の中を

のぞきこむならば，少なくとも詩人にとっては．全然面白くない人物や事

件などは存在しなくなる。あえて言うことを許されるなら，歴史なるもの

は元来は存在しないのであって，前述の意味における語り手の技術によ. . . . . 
り，叙述者のすぐれた空想力によってはじめて，単なる事実が歴史となっ. . . . . . . . . . . . . 
てゆくわけである。このことから，本来偉大な現象とか，本来卑小な現象

とかはないと言うこともできるわけである。

さてこの伝記小説において，作者の才能は充分に発揮されているが，そ

の際作家としての素材処理にあたって，まず厖大な資料の丹念な渉猟と，

それらの取捨選択に関して批判的で厳正な態度が一貫して堅持されたこと

は，読者に納得のゆくかたちで,,<Nachbemerkung>に作者自ら示して

いるところである。またそのことが．この作品を，いわゆる歴史的記録と

しても信頼度の高いものにしたということができる。

上の参考書類の捜集に関しては，単に，彼自身の入手になる書物のはい

った木箱が彼の家にもちこまれたばかりでなく，更にまた，もはや直接

手にはいらなくなった文献は，さまざまな国の国立図書館や文庫などから

彼のもとに送られてきたのであった。これらの資料の席大さは，文献蒐集

にたいする Zweigの日頃の驚歎すぺき態度に想いいたれば，容易に想像

のつくところである。さらにこの材料の処理に当り，彼は原稿鑑別の達人

として，当該文献内の偽作の洪水から真正のもののみを選び分ける眼識を

確実にそなえていた。そしてここにおいて彼は，このヒロインにまつわる

世間の無責任な極端な毀誉褒貶の中間に立って，真実への道を見いだし，

その真の弁護人となるよう要請されているのだという思いを，いよいよあ

らたに強くしていったのである。

こうしてくMarieAntoinette>においては．ヒロインの運命によせる

大きな共感を基盤とした．人間 Zweigの個性が明らかに反映しているの

だが．しかもまた Marie Antoinetteは．このすぐれた作家の手を通し

て歴史となった Marie Antoinette 自身にほかならず．この彼女自身の

183 



姿こそが読者の心をとらえるのである。

未来のフランス王妃,オースタリー･ハプスブルク家の王女MarieAntoi-

netteが，ルイ15世の孫である年少のフランス王太子（のちのルイ16世）

の，政略による花嫁として, Strasbourgでブルポン家に引渡されたの

は，彼女がまだ15才のときであった。 この場面の劇的な目撃者としては，

当時同地に遊学中のGoetheが引き合いに出されている。この若き天才は

その際，王女迎接のため設けられた幕営を壮麗に飾るゴブラン識の上に，

ある悲劇的な結末を告げる神話中の結婚の図が描かれているのに恐傍をも

って気付き， この目もあやな織物の中に，既にして後年のく悲運の黒い

糸＞を見てとっていたのである。Goetheは興奮し次のように大声で叫ん

でいる。

Was, isteserlaubt,einerjungenK6nigindasBeispieldergraB-

lichstenHochzeit,dievielleichtjemalsvollzogenwurde,bei ihrem

erstenEintrittsounbesonnenvorAugenzufiihren？ （S､24)

また結婚証書の署名に当っても，不吉と看倣しうるようなことがあらわ

れる。

…nochheutesiehtmanaufdemverblichenenPergamentdiestolp-

rigundungeschickthingesetztenvierWorte: MarieAntoinette

JosephaJeanne,vonderKinderhandderF伽fzehnjahrigenmUh-

samhingekritzelt, unddaneben-abermalsraunenalle: einb6ses

Omen-einen,machtigenTintenklecks,derihrundeinzigihrallein

vonallenUnterzeichnernausderwiderstrebendenFederspritzt.

(S.31)

これらを単なる偶然として一笑に付すのは，実はさほど容易でない。

Zweigの描く運命の大きな手のこのような悪戯を， まずそのまま信じてか
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かるのが， その文学の味読にいたる大道である。

さてこの異国出身の王太子妃が大きな役割を演ずべき宮廷は， その壮大

華麗な外観のみ見れば，かの太陽王(leroi-soleil)と称されたルイ14世の

ブルポン王朝最盛時と異なるところがない。しかしZweigは， その実質

において，当時のフランス宮廷がかの光輝ある時代のそれとは如何に隔た

り大きいものであるかを，つぶさに記している。ルイ14世がかつてヨーロ

ッパの<ForumMaximum>と考えていたVersaillesは，ルイ15世の治

下では， もはや単なるく貴族の素人役者たちの社交劇場＞に成り下がって

しまっていた。そしてこの人工をつくしてきらびやかな，嫉妬と中傷の渦

巻く頽廃した世界の中に，一人の天真燗漫な稚い王女が無邪気に跳びこん

でくるのである。

この宮廷における生活の当初において,Zweigによればきわめて重大

な影響を世界史的に及ぼしたのは，王太子が7年間にもわたり一この間

に彼は王位に就く－結婚生活において真の男性たりえず， したがって，

あとつぎを作るというその義務を全く果しえなかったことである。結局こ

れは最後に，診断によって，＜器官上の欠陥＞にもとずく夫の不能が因を

なしていることが判明するにいたる。原著には， ここで， それに関する

くスペイン大使秘密報告＞なるものがスペイン語の原文のまま出ている。

さすがにZweig自身も， この医学的説明のそのままの訳出は遠慮したの

だろうが， これによれば，ルイは,本来は些細な欠陥のため,たとえ欲望に

駆り立てられることがあっても行為には及べなかったことが明らかであ

る。いずれにせよ， このような状態が7年間も続いたというのだから， ま

ったく唖然とする事実ではある。生の喜びに浮き立つ乙女が，いかにまだ

年少とはいえ，結婚後かくも長期に及び意に反してくむすめ＞であり続け

たということは， もともと平凡でまことに女らしい女であった彼女の心を

して，華やかな社交界に君臨する最高の身分の者として，いわばその代償

に，いまや一路たあいない， しかも莫大な浪費をともなう遊びや気散じの

たく頓いを求めさせることとなった。そしてこうした傾きは加速度的に抑制

のきかぬものになるのだが， しかもそれにたいして，性的不能者として自

信を失った夫は当然まったく無力である。ここに漸く，専制政治末期の腐
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敗の汚辱に浸る宮廷内外の目は,鋭くこの乱脈の生活に向けられ，王妃に，

またひいては国王自身にたいしても，誹誘，讓構，憎悪の声が次第に高ま

ってゆくことになるのであって，一度立ちのぼった悪意の炎は，ついに再

び完全に消え去ることがない。作者Zweigの見るところによれば， この

挿話こそは，他のあらゆる事件以上に強力に王権を内部から破壊したもの

で，王国の権威の明らかな失墜は，かの7月14日のBastille襲撃に端を

発するのではなく，実は， この燦然と輝くVersailles宮殿内奥深<にお

いて始まったのである8)。

王妃MarieAntoinetteの姿影は，没落してゆくロココをまさしく人格

化したものということができる。彼女は，軽桃浮薄な時代精神に完全に関

係し交渉することによって,まさに18世紀の典型的な代表者となったのだ。

古代文化のこの洗煉しつくされた繊細きわまる開花ロココ，華著で遊惰な

手と，遊びほうけ甘やかされた心をもつこの世紀は,その喪亡に先立って，

一個の人間の形姿のうちに自らを集約的にあらわそうとした。まこと一女

性，一王妃の姿にのみこの文化は具象的に鮮かに映りえたのであって，若

き王妃は， まずこの世界において残すところなく自己を生かしきった。彼

女のうちにおいて18世紀は完成し，彼女とともに18世紀は終止符を打った

のである。

芸術家たちがあらゆる形， あらゆる言葉で讃美し，大理石像に，テラコ

ッタに，素焼の像に，パステル画に，象牙の小像に， まﾅこ優美な詩歌に写

しあらわすために競い合ったこの王妃の姿を， しばらく直接Zweigの筆

に眺めてみよう。

Zart,schlank,anmutig, liebreizend, spielerischundkokett,wird

dieNeunzehnjahrigevondererstenStundeandieG6ttindesRo-

koko,dervorbildlicheTypusderModeunddesherrschendenGe-

schmacks;wenneineFraualssch6nUndanziehendgeltenwill,

bemtihtsiesich, ihrahnlichzusein. DabeihatMarieAntoinette

eigentlichwedereinbedeutendesnocheinbesonderseindrucksvolles

Gesicht; ihrglattes, feingeschnittenesOvalmitkleinenpikanten
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UnregelmaBigkeiten,wiederhabsburgischenstarkenUnterlippeund

eineretwaszuflachenStirn,bezaubertwederdurchgeistigenAus-

druck,nochdurch irgendeinenpers6nlich-physiognomischenZug.

EtwasKiihlesundLeereswievonglattfarbenemEmailgehtvon

diesemunausgeformten,nochaufsichselbstneugierigenMadchen-

gesichtaus, demerstdiespaterenfraulichenJahreeinegewisse

majestatischeFtilleundEntschlossenheithinzutun.Einzigdiewei-

chenund imAusdrucksehrwandelhaftenAugen, die leicht in

Traneniiberstr6men,umdannsofortwieder in Spiel undSpaB

aufzufunkeln,deutenaufBelebtheitdesGeftihls, unddie Kurz-

sichtigkeitgibtihremseichten,nichtsehrtiefenBlaueinenschwim-

mendenundrtihrendenCharakter;nirgendsaberzeichnetWil-

lensstraffheiteineharteCharakterlinie indiesblasseOval:man

sptirtnureineweiche,nachgiebigeNatur,dievonStimmungsich

ftihrenlaBtund,durchausweiblich, immernurdenUnterstr6mun-

genihresEmpfindensfolgt・DiesesZartlich-Anmutigeistesauch,

wasalleanMarieAntoinettevorallembewundern・Wahrhaft

sch6nistandieserFraueigentlichnurdaswesentlichWeibliche,

dasiippige, vomAschblondeninsR6tlicheschimmerndeHaar,das

PorzellanweiBunddieGlatteihresTeints, diefnlligeWeichheit

derFormen,dievollendetenLinienihrerelfenbeinglattenundzart-

rundenArme,diegepflegte Sch6nheit ihrerHande,alldasBld-

hendeundDuftendeeinerersthalbaufgefaltetenMadchenschaft,

allerdingseinzufltichtigerundsublimierterReiz,alsdaBersich

ausdenNachbildungenganzerahnenlieBe.

Dennauchdiewenigenmeisterlichenunter ihrenBilder,lent-

haltenunsnochdasAllerwesentlichsteihrerNaturvor,dasAller-

pers6nlichsteihrerWirkung.Bilderverm6genfast immernurdie

erzwungenestarrePoseeinesMenschenfestzuhalten, undderei-

gentlichsteZauberMarieAntoinettesberuhte,dariiberistnureine
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Stimme, inderunnachahmlichenAnmut ihrerBewegungen. Erst

inderbelebtenHaltungenthtilltMarieAntoinettedieeingebo-

reneMusikalitatihresK6rpers;wennsieauffeinenFesselnhoch

undschlankdurchdasSpalierderSpiegelsaleschreitet,wennsie

sichkokett-nachgiebigineinemSesselzumPlaudernzurticklehnt,

wennsieungesttimaufspringt undbeschwingt tiberdie Stufen

lauft,wennsiemitnattirlichanmutigerGestedieblendendweiBe

HandzumKussedarreichtoderzartlichihrenArmumdieTaille

derFreundinlegt,wirktihreHaltungohnejedeAnstrengungvol-

lendetausweiblich-k6rperlicherlntuition. <Wennsie sichauf-

rechthalt>, schreibtganztrunkendersonstktihleEnglanderHo-

raceWalpole,<istsiedie StatuederSch6nheit, wenn sie sich

bewegt,dieGrazieinPerson.>(S. 102-104)下線は筆者。

MarieAntoinetteが夫から贈られたPetitTrianonは,Versailles宮の

庭園の片隅にある小さな館だが, 10年以上もの間彼女の無為の生活を楽し

ませその心をしっかりと掴んでしまったもので， この王妃にふさわしい

ロココの精髄ともいうことができる。フランスの趣味が編みだしたうちの

最も魅惑的な玩具の一つであり，繊細な線と完全な均斉をそなえた宝箱で

あった。彼女は確かな趣味から， くつろいだ気分を出すように設計された

内部の部屋に, けばけばしいもの,豪著なもの,高価なだけが取柄であるよ

うなものは一切もちこんでいない。すべては，精妙に，明るい控え目がち

な調子でととのえられている。 もっとも目立たない形の中にもっとも優秀

な材料を用い，一見こわれやすそうでありつつ実は堅牢で，そこには古代

の線とフランス的な優雅との見事な結合が見られる。今日のわれわれにも

違和感をまるで覚えさせないこの様式こそは，当時フランスにおける最も

洗練され最も趣味ゆだかな女性であったMarieAntoinetteの，女性と

しての勝利を示しており，その親しみやすさと音楽性とによって，前代の

豪華華麗な趣味に取って代っている。
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DerSalon, indemmanplaudertundsichlockerzartlichunterhalt,

wirddamitanstattderhochmtitighallendenReprasentationsraume

MittelpunktdesHauses; geschnitzteundvergoldeteHolzverklei-

dungersetztdenschroffenMarmor, nachgiebigglitzerndeSeide

dendriickendenSamt, denschwerenBrokat. Dieblassenzart-

lichenFarben,dasmatteCreme,dasPfirsichrosa,dasFrtihlingsblau

tretenihrelindeHerrschaftan:aufFrauenundFriihlingistdiese

Kunstgestellt, aufFetesgalantesundsorglosesSichzusammen-

finden; nichtGroBartigkeit ist hierherausforderndangestrebt,

nichtdastheatralisch lmposante, sonderndasUnaufdringliche

undGedampfte, nichtdieMachtderK6niginsoll hierbetont,

sonderndieAnmutder jungenFrauvonallenGegenstanden,

diesieumgeben, zartlicherwidertwerden・ Erstinnerhalbdieses

kostbarenundkokettenRahmenshabendiezierlichenStatuetten

Clodions, dieGemaldeWatteausundPaters, die silberneMusik

BoccherinisundalldieanderenerlesenenSch6pfungendesDix-

huitieme ihrwahresundrichtigesMaB;dieseunvergleichliche

SpielkunstseligerSorglosigkeitknappvordergroBenSorgewirkt

nirgendssoberechtigtundecht・ Ftir immerbleibtTrianondas

feinste,zartesteunddochunzerbrechlicheGefaBdieserhochgeziichte-

tenBlnte. (S. 133)下線は筆者。

洗練された享楽文化が一邸宅，一個人の形をかりて，芸術として完全な

姿をあらわしたのである。しかしながら， あの動乱の時代の真唯中にあっ

てこのようなロココのたわむれの魔力の虜になるのは， まことに危険なこ

とではあった。事実， この深淵の上での比類なき輪舞をリードしたヒロイ

ンの身の上には，極度の緊張を強いる数々の出来事の火の粉が降り注いで

くるのだが， これらの事件の興味深さには， もっとも空想に富んだ小説も

及ばぬであろうとさえ思われる。たとえばく頸飾り事件＞などは， その最

たるものであるといってよい。
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この椿事は，要するにMarieAntoinetteが，みずからは何ら関係なく

全然知らぬ間に，彼女の名においてある大詐欺事件がおこなわれ，それに

よって彼女の名誉が徹底的に傷つけられたが， しかもついにそれを雪ぐす

べなくして終った悲劇である。

この戯画の最大の見せ場は，至高の僧位にあるRohanとにせの王妃会

見のシーンであろう。

深夜の暗い樹蔭におおわれたく女王の杜>(BosquetdelaReine),

闇の中の衣ずれの音，王妃をそのままに白モスリンの裳裾を引いた若い娼

婦のおののき，王妃にたいする激しい恋慕と大きな野心に胸をはずませた

Rohanの脆く姿， その足もとにひらりと落ちた手紙と赤い薔薇の花…

LaMotte夫妻は，にせの王妃を伴い，ひそかにVersaillesのテラスを

越えて降りてゆく。闇夜である。人の姿も輪郭ぐらいしかわからない。あ

われな女Nicoleは震えはじめる。不安にあふれつつ，彼女は， 自分に話

しかけてくるはずの男性に渡さねばならぬ薔薇の花と一枚の紙きれとを，

手にもっている。その時，王妃の侍従役を演じてRohanをみちびいてき

た秘書が近づいてくる。突然彼女は前へ突き出される。

..、 wievomDunkelweggeschwemmt, verschwindendiebeiden

KuppleranihrerSeite.Siestehtallein,odervielmehrnichtmehr

allein, dennhochundschlank,denHuttiefindieStirngedriickt,

kommtihrjetzteinfremderMannentgegen:esistderKardinal.

Sonderbar,wienarrischsichdieserFremdebenimmt・Erverneigt

sichehrfiirchtigbiszurErde,erktiBtderkleinenDirnedenSaum

ihresGbwands・ JetztsollteNicoleihmdieRoseiibergebenund

denbereitgehaltenenBrief・AberinihrerVerwirrunglaBtsiedie

RosefallenundvergiBtdenBrief.Sostammeltsienurmiterstick-

terStimmediepaarWorte,diemanihrmtihsameingetrichtert

hat.<Siedtirfenhoffen, daBallesVergangene vergessen ist.>

UnddieseWortescheinendenfremdenKavaliermaBIoszuentztik-

ken,abermalsundabermalsverneigtersich,stottertinoffensicht-
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licherBegltickungalleruntertanigstenDank, sieweiBnichtwo-

ftir,diearmekleineModistin.SiehatnurAngst, t6dlicheAngst,

irgendetwaszusprechenundsichdamitzuverraten. AberGott

sei Dank, daknirschtneuerdingsimKiesein!hastigerSchritt,

jemandruftleiseundaufgeregt :<Schnell,schnellweg1Madame

unddieGrafinvonArtois4)sindganzinderNahe.>DasStichwort

wirkt,derKardinalersChricktundentferntsicheiligst inBeglei-

tungderLaMotte, indesderedleGatterdiekleineNicolezuriick.

ftihrt;mitpochendemHerzenschleichtdiePseudo-K6nigindieser

Kom6dieamSchlossevorbei, wohinternachtlichverdunkelten

ScheibendiewirklicheK6niginahnungslosschlaft ... (S.217-218)

時あたかも，かのCarondeBeaumarchaisの，貴族社会の風俗を暴

露し痛烈な調刺を浴びせた<LemariagedeFigaro>が，その上演許

可でいやが上にも世間の人気をあおりたてた直後で，上の真夜中の密会な

どは， まさにこの喜劇の材料をそのまま実証したようなものであった。

MarieAntoinetteが実際これに関係していたと否とにかかわらず，貴族

社会の基盤はここに完全にゆすぶられてしまったのである。 さればこそ，

＜革命の偉人>Mirabeauは,<頸飾り事件こそ革命の序曲だ＞と言って

いるし,Napoleonも，セント・ヘレナに流島中， この奇禍を顧みて,<王

妃の死は既にあの時以来である＞と書いている。

StefanZweigは，上の事件をはじめとして，新しい研究の光を向けて

描いている種々の出来事を,すべて全体の歴史と有機的に密接につながる

一環として眺めることに終始した。彼はこの観察の線を， 629頁に及ぶ作

品の経過の中で一度として中断していない。この伝記の中で非常に大きな

比重を占めている，数多くの私生活の秘密の真相を明かすことも，ただた

だ,全体とのそれらの重大な連関にスポットを鋭く当てることに,その目的

があった。だから読者には， その一つ一つは，あるいは見かけ上取るに足

りないもののようでありながら， しかし次第に積重ねられてゆくこれらの

事件が，大河に次々と注ぎこむ数多の支流のように，ついには抑えがたく
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危険なものと化してゆくさまが， よく見てとれるのである。読者は，避け

られない運命をその萠芽のうちに認め， ヒロインの無知の前に震えざるを

えない。このMarieAntoinetteの， ロココに耽楽するしなやかな足は，

彼女がのちに明らかな自覚に達してみずからの義務にめざめた存在とな

り，ついには毅然として死の道に就くときまでは，ただ無心に踊りつづけ

るのだが，読む者は，たたみかけるようなテンポの早い文体を媒介とし

て，作者とともに， この踊り手の足下に顔える床のあらゆる嘆息を身にし

みて感じるのである。

だが， さきの引用文にもあった，気分に左右され，つねに感情の底流に

のみしたがう， まったく女らしい従順で御しやすい性格の持主， この雅や

かな趣味の生活に耽溺する彼女にも，ついに覚醒の転機が到来したのであ

る。 この女性の浮き立つ心は，周囲の世界に，彼女自身によってつのらさ

れた不穏の空気がその目にも十分顕著になったとき，ついに深い落ち着き

を得るにいたったが，はげしい苦難に遭遇し， ＜運命＞の巨大な力とし

て,彼女の本質の眠れる可能性が突如めざめたこの人間的な成長に,作者は

惜しみなき共感をよせている。<ErstimUngltickweiBmanwahrhaft,

wermanist.>と述べ，生涯の最後の時期に， その悲劇にふさわしく，己

れの運命と同じように偉大となったく平凡な＞女性のこの人間的発展は，

そのこれまでの起居をよく知っているだけ，一層強い感動にみちびくもの

である。このひどい難苦によってこそ， 自分の小さい凡庸な一生が後世の

ため受難の実例として残るのだという予感が，彼女をおそう。こうして高

い義務を意識しながら，彼女の性格は自己の限界を越えて成長する。永遠

の生命を宿すべき一個の芸術品が，現し身のくずれ去る直前に完成したの

であった。

この魂の発展は，スエーデンの貴族HansAxelvonFersenにたいす

る関係において， もっとも見事にあらわれている。二人の男女が相求め，

多年にわたる試練をへた紛れようもない感情に，全身をあげて自由にした

がう。この真剣な愛によって高められた魂は，死ぬときまで互いに強く保

ちつづけられる5)。

Fersenは，愛のためには恐れを知らず，誠実無類である。彼が王妃に
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はじめて全霊をあげての愛をささげるにいたったのは，彼女が世をあげて

の非難，迫害の矢おもてに立たされたときであり，すべてが彼女を見捨て

彼女がいっさいを失うという， まさにその瞬間に，王妃は全生涯にわたっ

て空しく求めつづけていたもの，誠実にして勇気をそなえた男を見いだす

のだ。Fersenは妹に書き送った打ち解けた手紙の中で， 自分の心の秘密

を解く鍵を，包みかくすことなくさらけ出している－

IchhabedenEntschluBgefaBt, niemals einehelichesBtindnis

einzugehen,eswareunnattirlich…DerEinzigen,derichangeh6ren

m6chteunddiemichliebt,kannichnichtangeh6ren・ Sowill ich

niemandemgeh6ren. (S.283)

‐ 1791年6月国王夫妻の国外逃亡計画は挫折し,Varennesで捕えられた

王妃は，パリに連れ戻されたのち，傷心の極のうちに, Fersen宛情愛を

傾けつくした手紙を書く－

Ichkannlhnennursagen,daBichSieliebeundhabeselbstda-

ftirkaumZeit・ Esgehtmirgut,habenSieummeinetwillenkeine

Sorge, ichwiiBtenurgernvonlhnendas gleiche. Schreiben

Siemirchiffriert, lassenSiedieAdressevonlhremKammera

dienerschreiben…UndsagenSiemirnur,anwenichmeineBriefe

anSieadressierensoll,dennichkannohnedasnichtmehrleben..．

(S.390)

<Ichkannohnedasnichtmehrleben.>－このように熱烈な叫

びが，かつてこの王妃のロからもれたことはなかった。彼女に本当のより

どころとして残されているのは，いまやこの愛のみである。そしてこの感

情が，己れの生命を，すべてに耐えてまもる力を彼女に与えてくれる。

1792年2月13日，長い間をおいて待ちわびた再会のこの日の夜は，二人

にとっては，共にすごす最後の‘一夜となる｡その日彼は,みずからの一命を
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賭けて異国からパリに帰ってきた。彼は， フランスで当時その首に最高の

価をつけられている者として，革命史全体を通じもっとも大胆な企ての一

つを実行すべく乗りだしたのであった。 この運命的な夜に，彼が王妃の部

屋の中ですごしたことは，疑いをいれない。そして彼が， もし仮にこれま

でMarieAntoinetteとの間に交わりをもたなかったとしても， このかけ

がえのない最後の夜には，かならずやその真の恋人になったであろうこと

は間違いない。

翌日の夜半までFersenは宮殿(LesTuileries)にとどまっている。

そしてついに， この30時間のうちで一番つらい瞬間がやってくる。彼らは

別れを告げねばならない。

Beidewollensieesnichtwahrhaben,beideahnensieuntrijglich:

Niemehr!NiemehrindiesemLeben!UmdieErschtittertezutr6-

sten,versprichterihr,wennesirgendm6glichseinsollte,wieder-

zukommen,undfiihltbegltickt,wiesehrersieberuhigthatdurch

seineGegenwart.Durchdendunklen,91ticklicherweiseverlassenen

GangbegleitetdieK6niginFersenbiszurTiir・Nochhabensie

einanderdieletztenWortenichtgesagt,nochdieletztenUmarmun-

gennichtgetauscht,danahtfremderSchritt:Todesgefahr!Fersen,

indenMantel gehiillt, diePeriickeaufgesttilpt, schltipft hinaus,

MarieAntoinettefliehtinihrZimmerzurtick;dieLiebendenhaben

einanderzumletztenmalgesehen. (S.412)

この簡潔な筆致は，別れの悲しみをつたえて痛切であり，深い感銘を与

える。こののちついに再会の機会を得ない彼女には,Fersenの紋章と，

<Tuttoalemiguida>という刻銘のついた指輪－これは，のちに彼

女がFersenに死の牢獄Conciergerieから送るのだが－－とが， その暗

黒のかなしみを，＜不滅の愛＞の輝きをもって照らすのである。

革命という概念は，たえまなく推移してゆくその段階に応じて，最高の

理想追求から文字どおりの残虐行為にまで及ぶものである。どの革命にも

認められることだが， フランス革命においても，純粋な理想から革命を奉
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じた者と，怨恨からそれに走った者との， このふたつのタイプの革命家

が， きわだった対照を見せてあらわれている。このうち久しく不遇の境に

あった後者は， これまで自分を抑圧し自分より上の暮しをしていた連中に

たいする報復の念に燃え，彼らにたいして，獲得した新しい権力を存分に

揮ってみようとする。フランス革命においては，最初は理想追求が優位を

占めていたが，解放された大衆は，やがて解放者たるブルジョアジーにも

立ち向かうようになる。革命の第二段階においては急進的な分子が政権の

座にのぼり，権力を思うさま享受したいという欲望にとりつかれた彼らの

野心は，革命をみずからの精神の凡々たる水準にまで引きさげてしまう。

革命とはすべて，先へ先へところがってゆく玉のようなものである。革

命を統率し，将来もその指導者でありたいとのぞむ者は，他におくれを取

ることを極端におそれ，息つく間もなくころがりつづけてゆく。穏健と看

倣されることへの恐怖が革命を駆り立てて， その本来の目標を遙かに遠く

乗り越えさせてしまう。みずからの設定したあらゆる休止点を突き倒し，

目標に達するやいなやそれを更につり上げてゆくのが，革命の宿命といえ

るのであろう。

92年8月国王一家はチュイルリー宮殿からく監獄>Templeに移転，や

がて王の処刑。そして93年8月はじめには, MarieAntoinetteが単身

Conciergerieに移され， ここで最後の日々をおくることとなる。

パリの町にはいたる所に革命の記念物があるが， この地下牢とPlace

delaConcordeほど無慾な記憶につながるものはない。コンコルド広場

は今は繁華の中心地となっているが，革命盛時には断頭台が立っていて，

名も革命広場とよばれ，国王，王妃,Robespiere等々， その他無数の首

が続々断たれていったのである。

さてConciergerieは現在公開されているが,MarieAntoinetteの独

房もその中に残されている。まことに陰諺な小さい長方形の部屋で，高い

ところに小窓がひとつ付いている。今はとなりの室とつづいているが，当

時は壁で仕切られ，広さも半分く繰らい，今よりも更にはるかに暗かったと

いう｡Veneziaの有名なPalazzoDucale裏の囚獄も,宮殿の華麗さとはま

ったく対競的な，呪いの声とﾛ申きが今も耳に伝わるような，言いえぬ陰惨
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な想いに身うちの凍るのを覚えさせるが，それと似て， この華やかなパリ

の一角を占める地下牢も，暗い歴史を秘め，訪れる者は沈諺ならざるをえ

ぬ｡さてMarieAntoinetteの監房は，床は煉瓦敷き，壁も天井も石で，

薄黒い｡天井からは鉄のランプがひとつ｡はじめ彼女はほかの部屋に入れら

れていたが，いわゆるくカーネーション陰謀>(affairedel'"illet)事

件があってのち， 9月のはじめごろここに移され，死刑の日の明けがたま

でそこにいた。

陽光を遮断されたConciergerieの日々は,MarieAntoinetteを老い

た病弱の女にしてしまった。ポーランドの画家Kucharskiが描いた地下

牢の聖餐式におけるその肖像画を眺め， これを優雅なロココ趣味に囲まれ

た若き時代のそれらとくらべてみるとき， この38才の女性の，なお強い信

念と誇りとをはっきり偲ばせつつも， そのあまりにも対照的な老いを見す

ごすことはできない。

Versailles,さらにはTrianonのかつての幽腕な女主人も，今は見る

もあわれな冷たい石牢におしこめられた身だ。その誇かな意志はギロチン

に蕊れるまでついぞ屈しなかったが，夫は処刑され，子供たちとは引きさ

かれ，最愛の人とは心を通わせるすべもない獄中の孤独は，彼女をさすが

に，時にあわれな女心に立ち戻らせることもあったのであろう，やるせな

い想いを， ピンの尖で紙に穴をあけて書き綴った辞句が，いまも見いださ

れる。

Jesuisgard6avue

Jeneparleapersonne."

こうした昼と夜がくり返し続き， そしてついに彼女は法廷に呼びだされ

た。二日二晩にわたる辛辣な審問の前に，彼女は臆するところなく立ちつ

づけたが，その態度が常に威厳をそなえて見事であったことは，史家の等

しく記すところである。

処刑を目の前にして彼女が義妹宛にしたためた別れの手紙は，実に心

憎いまでの落ち着いた力強さにみち，澄明な心の率直なほとばしりが胸を
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打つ。 ここにあらわれた人間としての発展は，真に目を瞠らせるばかりで

ある－

Dir, liebeSchwester, schreibichzumletztenMal， Ichwurdeso-

ebenverurteilt,nichtzueinemschmachvollenTod, dernur ftir

Verbrechergilt, sonderndazu, DeinenBruderwiederzufinden.

Unschuldigwieer, hoffeichihminseinen letztenAugenblicken

zugleichen. Ichbinruhig,wiemanesist,wenndasGewissendem

MenschenkeineVorwtirfemacht・ Ichbedauretief, meinearmen

Kinder6) zuverlassen・ DuweiBt, ichhabenurftirsiegelebtund

fiirDich,meinegute,zartlicheSchWester・Du,dieDuausFreund-

schaftallesgeopferthast, umbeiunszubleiben,一inwelcher

LagelasseichDichzuriick!…M6gensie (dieKinder)beideandas

denken, wasiChsieunablassiggelehrthabe:daBdieGrundsatze

unddiegenaueBefolgungdereigenenPflichtendaswichtigste

FundamentdesLebenssind,daBdieFreundschaftunddasVertrau-

en,dassieeinanderentgegenbringenwerden, siegliicklichmachen

wird…M6gemeinSohnniemalsdie letztenWorteseinesVaters

vergessen,dieichihmmitVorbedachtwiederhole:M6geernie-

malsdanachtrachten,unserenTodzurachen! ..．

IchmuBDirnochmeineletztenGedankenanvertrauen・ Ichhatte

sievomBeginndesProzessesanniederschreibenm6gen, aber

abgesehendaVon, daBmanmirnichtgestattete zuschreiben,

verliefersoschnell, daBichinderTatkeineZeitdazugehabt

hatte.

Ichsterbeimapostolischen, r6misch-katholischenGlauben, der

ReligionmeinerVater, inder icherzogenwurdeundzuder

ichmichimmerbekannthabe.DaichkeinerleigeistlicheTr6stung

zuerwartenhabe,daichnichtweiB,obeshiernochPriesterdie-

serReligiongibt,unddaauchderOrt,andemichmichbefinde,
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sieallzugroBenGefahrenaussetzenwtirde,wennsiezumir

kamen,bitteichGottvonHerzenumVergebung ftirallemeine

Stinden, dieichbegangenhabe, seitichlebe・ Ichhoffe, daBer

inseinerGtitemeineletztenGebeteerh6renwirdsowieallejene,

dieichseitlangemanihnrichte,damitmeineSeeleseinesErbar-

mensundseinerOtiteteilhaftigwerde.

Ichbitte alle, die ichkenne, undimbesonderenDich, liebe

Schwester, umVergebungfiir jedesLeid, das ichihnenunwis-

sentlich etwa zugefiigt habe. Ichverzeihe allmeinenFein_

denallesB6se, dasichdurchsieerlittenhabe. Ichsage hiermit

denTantenundallmeinen iBrtidernundSchwesternLebewohl.

IchhatteFreunde・ DerGedanke, daB ichvon ihnenfiir immer

getrenntbin, unddasBewuBtseinihresSchmerzesgeh6renzuden

gr6BtenLeiden,dieichsterbendmitmirnehme・M6gensiewenig-

stenswissen, daBichbiszumeinemletztenAugenblickansie

gedachthabe…(S.536-539)

...MarieAntoinette処刑きるとの報に接して,Fersenのうけた衝撃

は，勿論たとえようもない。妹にあてたその手紙において，われわれは最

後に彼のﾛ申吟を聞き， ともに苦しまねばならない。

DiemirmeinganzesLebenbedeuteteunddieichnieaufgeh6rt

habezulieben,nein,nie,keineneinzigenAugenblick,undder ich

alles, allesgeopferthatte, sie, vonderichnunerstwahrhaftig

ftihle, wassiemirwar, undftirdieich tausendLebengegeben

hatte,sieistnichtmehr・ Oh,meinGott,warummichsostrafen,

wodurchhabeichdeinenZornverdient？Sielebtnichtmehr，mein

SchmerzhatseinenH6hepunkterreicht, undichbegreifenicht,

wiesoichselbernochlebe. IchweiBnicht,wiesoichnochmeinen

Schmerz ertrage, denner istmaBlos undwirdnieerl6schen

198



k6nnen・ Ichwerde sie immer inmeiner Erinnerunggegen-

wartighaben,umsie zubeweinen・MeineteureFreundin, ach,

warumbinichnichtanihrerSeitegestorben, ftirsie, an jenem

20.Juni7) , ichwareglticklichergewesen, alsjetztmeinLebenin

ewigemLeiddahinzuschleppen,mitVorwtirfen,dieerstmitmeinem

Lebenendenwerden,dennniewirdihrangebetetesBildinmeilier

Erinnerungvergehen…(S､553-554)

18年後,Fersenは,MarieAntoinetteの思い出に愛をもって結ばれ

ていた最後の人物として， この世を去った。

史上に名高い人物でありつつ， その名を冠したすぐれた文学作品の主人

公としては従来あまりとりあげられなかったMarieAntoinette は，

Zweigのこの作品によって，文学史の中にもその名を長くとどめるものと

なった。作者の，深層を挟る心理学的手法によって， このヒロインにまつ

わる無数の事柄は熟択のうえ歴史となり， ここにまことに興味あふれる伝

記小説が生まれたのであった。

その際真実を求める者がとるべき最上の策として，彼は王妃側近のすべ

ての偲侭的な者どもを,そのあまりにもお誹え向きな記憶のゆえを以て,は

じめから信用のおけない証人として,裁きの場より退廷を命じておいた｡そ

して本書にたいするもっとも重要な文献としての，諸々の書簡類の評価に

ついてとられた心理学的原則は， うたがわしいものを数多く用いるより少

数でも本物を， ということである。 きわめて多数の資料を扱いながら， そ

れらに決して引きずられることのない確乎とした執筆者の姿勢は，読む者

をして十分に納得させるが,作者自身の言葉は，如上の原則を基底として，

作家としてのZweigの，歴史にたいする根本的な態度をあらわすものと

言うことができる。すなわち彼によれば，肉眼による検証に厳しくしばら

れた研究が行きづまりになるところで，心眼の観察という自由奔放な方法

が始まる。古文書学が用をなさないところで，心理学はその真価を発揮し

なげればならない。心理学によって論理的にかち得られた結論は，書類や
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事実の語るむきだしのまことよりも， しばしばより真実に近い。透徹せる

感情は，一個の人間について， あらゆる記録以上に， ほとんど常により多

くを知っているのである。 (S.290)

彼は本書の<Nachbemerkung>の中で， このことに関連して更に言
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

う。神に祭りあげるのではなくて人間を人間らしくすること， これがすべ

ての創造的な心理学の最高の法則である。牽強附会の論拠によって弁明を
● ● ● ●

するのではなくて解明すること， これがかの心理学に課せられた使命であ

る。 (S.563) これらの見地から彼は,MarieAntoinetteの生涯における

まったく私的であると考えられるもの－全体との関係において， このま

ったく私的なものがその後もつにいたった重大な結果に照らして－に，

従来の見方に反して特に必要な場を認め， まさにそのことによって， この

女性の姿を，読者にたいし，人間として深く共鳴せしめうるものとして再

現してみせたのであった。深い心理解剖はここでも作者のもっとも得意と

するところだが，淀みのない確実で小気味のよい文体，それがこの作品の

魅力を一段と大きくしていることは言うまでもない。

あるいは，歴史を扱うZweigの操作に心理学(とくにフロイト流の)偏

重の印象をうけ， これに抵抗をおぼえる向きもあろう。先述のごとく，

HermannKestenなども，この作品を目して,精神分析学の講義だと言っ

ているのである。しかしZweigとしてば，歴史解明の手段として心理学

を一旦えらんだ以上， この方法をどこまでも忠実に推し進めたのは当然の

理であろうし，いま上のような抵抗を一応認めるとしても，同様の素材か

らでも， この作のヒロインとはまるで性格の異なるさまざまな人間像の生

まれうる可能性を考え， これらと比較するとき， このZweigのMarie

Antoinetteこそは，彼女の真の姿に迫りこれを解きあかすものだろうとい

う予感を，充分人に懐かせる。こうして，読者の心をとらえる歴史が描か

れたということができる。そして，彼女自身ならびにフランス革命にまつ

わる事どもが，現地において生き生きとした言葉で語りかけてくるのであ

って，＜伝記小説＞の妙味もまたここにありと言うべきであろう。

さて終りに， この著作<MarieAntoinette>からの引用文には， その
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おのおのの末尾の括孤内に原典所載の頁数を記しておいたが， これは使用

テキスト StefanZweig: MarieAntoinette, Bildniseinesmittleren

Charakters,S.FischerVerl.1951内のそれによる。なお， このテキスト

には，既述のように,スペイン語で書かれた個所があり,三品守氏のお助

けを得て理解した。参考文献としては，特にFriederikeZweigJPHans

Arensのものなどをあげておきたい。またフランス革命については数多の

文献を広く参照したが，それらの書名を一々つらねることは控えさせてい

ただく。なお序ながら，パリにおいて，ヴェルサイユ， トリアノン， また

市内諸所の博物館等で実際に感ずるところ大きかったことも，附言して

おきたい。

註

1) Samson(1739-1806)は首切り役人。代々ルイ王家に忠誠をつくす家柄の主人

で，首切りは三代にわたる家の業であった｡ルイ16世の刑が宣告されたとき，

彼は自らの手で王の首を断つに忍びず革命政府に辞職願を出したが，許されず，

やむなくこの任務を果たすことになった。断頭台上におけるルイ16世の，国王

の名にそむかぬ態度に感動したサンソンは，その処刑後，ひたすら家に引きこ

もって王の冥福を祈ったという。彼の健康は目に見えて衰え， 1795年ついに職

を辞した。

2) St.Zweig:ZeitundWelt.GesammelteAufsatzeundVortrage,Bermann･

FischerVerlag,Stockholml946.S.356(<DieGeschichtealsDichterin>).

3)HermannKestenなどは,Zweigのこういった見解に関連して,たとえば次の

ように述べている。

AuseinergeheimenPriideriebeginger zuweileneine Schamlosigkeit,

wiejene ebendarumsopopulargewordene BiographiederくMarie

Antoinette>, wodieFranz6sischeRevolution, jadieWeltgeschichteals

eineFul3note zuFreuds psychoanalytischenVorlesungen erscheint.

(<MeineFreundediePoeten>, verlegtbeiKindlerl959,S.146)

この皮肉にも一理あり，首肯せざるをえない。

4)Artois伯はルイ16世の弟。
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5）ルイ16世は，王妃にとって，善人ではあるけれど，無気力な，ただ夫という形

ばかりの存在にすぎない。Zweigによれば，彼女がFersenと決定的な関係に

はいったのは，夫との間に4人の子供を生み終えてのちであり， これ以後彼女
は王と寝所を共にしない。

6） 4人の子のうち2人を病気でなくしていたので，残るは2人（男女1名づつ)。

7） 1791年6月20日。 Fersenはこれをその生涯における運命の日として，たえず

書きとめている。国王一家Varennes逃走のこの日，彼は途中王の命令にした

がってMarieAntoinetteのもとを離れ，彼女を危険の中に取り残すことにな

ったのである。のち彼も，奇しくも同じ月日に，暴徒の手によって姥れた。不

思議な運命の暗合というほかない。

MARIEANTOINETTE

-EineStudiezurbiographieromanc6e-

HiroyukiFUJII

MarieAntoinettelebteundstarbdankdemDichterStefanZweig

wiederihrrichtigesLeben・ ZurGestaltungdieserPers6nlichkeit

､fiihrtedenAutorseinunwiderstehlicherTrieb, iiberdieUngltick-

licheeinegentigendeErklarungabzugeben.

DieHeldinmiteinemeigentlichmittlerenCharakterlebtezuerst

leichtsinnigundgenuBstichtig,weilsieanfurchtbarenUnterdrtik-

kungendesGeschlechtstriebeslitt,dannhieltsie,selbstinungliick-

lichsterLage, beiVerfolgungund unter Bedrohungkraftder

LiebemitknapperNotausundstarbschlieBlicheinenk6niglichen

TodvollFassungundWiirde. IndiesemWerkftihltmanderK6-

niginUngltickundSchmerzwahrhaftmit.

NachSt. ZweigsAnsichtgibtestiberhauptkeineGeschichtean

sich,sondernerstdurchdieKunstdesErzahlens;durchdieVision

desDarstellersz"航ガdasbloBeFaktumzurGeschichte; jedesErleb-

nisundGeschehnisistimletZtenSinnenurwahr,wenneswahr-
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haft und wahrscheinlich berichtet wird. Diesen ganzen umfang­
reichen biographischen Roman weben die tiefblickenden Augen 

des Dichters, der ein inniges Mitgefühl mit der Heldin empfindet. 

Es wäre nicht so schwer, mittels derselben Materialien auch einen 
ganz anderen, niedrigen Charakter zu erschaffen. Wir werden eben 

deswegen auf St. Zweigs gerechte und strenge Behandlung der 
Materialien und zugleich seine mit Psychologie gewappnete dichte­

rische Schöpferkraft besonders achten müssen. 
In <Marie Antoinette;),- läßt sich die Gesinnung des Autors 

anschaulich wahrnehmen. Aber die Heldin Marie Antoinette ist 

doch nichts anderes als sie selbst, nur ist sie zur Geschichte durch 
eine geniale Dichterhand geworden. Gerade diese Gestalt macht 

auf den Leser einen unauslöschlichen Eindruck. Sodann greifen ihn 
gesch~chtsträchtig Versailles, Trianon, Conciergerie und Place de la 
Concorde ans Herz. Darin besteht der Zauber der <biographie 
romancee;),-. 
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